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研究成果の概要（和文）：　プロフェッショナリズム教育は欧米の歯学教育のコンピテンスに挙げられている。
しかしながら、日本の歯学教育ではやっと議論の緒についたばかりである。そこで、歯科医療人プロフェッショ
ナリズム教育を遂行するにあたり、どのようなニーズがあるか調査を行なった。その結果、既存の教育に加え、
生命倫理に関するニーズが高いことがわかった。そこで、その結果を踏まえて、学会で報告を行なった。さらに
ニーズを明示して、プロフェッショナリズム教育の人的資源の養成と物的資源の開発を実施した。

研究成果の概要（英文）：The professionalism education is one of the major domains for the dental 
education in Europe and the United States of America. However it was not enough in Japan. I 
investigated what kind of needs there was on dental professionalism education. As a result, the 
concept of the life ethics was necessary to progress the dental professionalism education. 
Therefore, based on the result, I reported it in several conferences. Furthermore, I stated the 
needs clearly and carried out the training of human resources of the professionalism education and 
the development of material resources.

研究分野：歯科医学教育
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１．研究開始当初の背景 
歯科医学におけるプロフェッショナリズ
ム教育は、欧米や東南アジアの歯学教育では
コンピテンスとしてメジャードメインに挙
げられている。しかしながら、日本の歯学教
育ではやっと議論の緒についたばかりであ
った。そこで、歯科医療人のプロフェッショ
ナリズム教育を本邦で推進するにあたり、患
者が歯科医療人に期待するプロフェッショ
ナリズムとは何かを明らかにする必要があ
った。 

 
２．研究の目的 
日本の歯学教育において、患者のニーズが
歯科医療人のプロフェッショナリズムコン
ピテンスとどのように関わっているかを明
らかにすると同時に、その目的、方略、評価
の内容についての資源（ツール）を開発する。
その上で患者に信頼を与えることのできる
プロフェッショナルを育成する教育を推進
する。さらには国内の歯学・医学の倫理教育
を含む態度教育領域の教育者とともにプロ
フェッショナリズム教育の方向性を明らか
にする。 
 
３．研究の方法 
 患者が期待する歯科医師像のコンピテン
スについて質問紙法とインタビュー法を用
いて調査し、その結果を構造的に解析する。 
また、歯科医師の考える歯科医師像について
も質問紙法とインタビュー法を用いて調査
会席する。さらに、そのような歯科医師を教
育する物的資源と人的資源の開発を行なう。 
 
４．研究成果 
 期待する歯科医師像のキーワードには、信
頼、誠実等の人間性を示すものと、診断や治
療技術といったクリニカルパフォーマンス
に関わるものが大半を占めていた。その一方
で、よく説明してくれるという関係性のキー
ワードも見られた。一方で、歯科医師が上級
歯科医師を見た時には、上級医の指導力や尊
敬できるか、というキーワードが多くを占め
ていた。 
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